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・ オンラインでしたが支援者の方に話を聞いてもらえて良かったです。 

学校に行けないでいる自分を責め続けていたけれど、「それ、いいね」と言われて気が楽になったようでし

た。高校の学校説明会の予約を入れてもずっと行けないでいました。 

・ 活発な子だったのに、死にたいと暴れたり、頭が働かないと訴えたりしました。 

周りから言われていることが理解できないと言い続けていました。 

中学２年の時に不登校経験を持つ大人の話が聞けるイベントがあり参加しました。 

いろいろな人が社会人になって生きていることを知ったことが大きな影響を与えたようです。 

学校以外の場所で「生きる意味」を知り、自分がこうなりたいと初めて思ったと話してくれました。 

QQ  「「不不登登校校支支援援」」、、ここううだだっったたららいいいいののににとといいうう要要望望ははあありりまますすかか？？                                      

・ 子どもの興味があることに答えてくれる人に繋がること。「こういうのをやりたい」ということが見つか

った時の人との繋がり。常設の相談窓口で知識を持った人がいてくれるといいですね。 

・ ざっくばらんに話ができて不安感が無くせる居心地がいい場所が欲しいですね。 

・ 子どもの支援は前橋や高崎に集中していて、それ以外の地域にない格差を感じています。 

・ 子どもとうまが合う子と出会える場所がないかなと思います。 

・ 「（登校は）今日ムリだったら明日でもいいよ」と言ってくれる場所。 

学校もそうあって欲しい。行きたくないと言っている子を無理に連れ出そうとすること。 

「連れて来てください」と言われると、できないことが本当に辛いです。 

・ 少し発達障がいがあって人とのコミュニケーションが難しい。同じような悩みを持つ子どもと交流を持ち

たいと思っているのですが、どこに相談したら良いか分からないでいます。 

■■  不不登登校校のの子子どどももをを持持つつ親親かからら伝伝ええたたいいこことと                                                            

・ 親同士の繋がりが欲しい、同じ体験をしている人と話したいです。 

・ 気軽に行ける相談窓口があれば、そこで出会えるのにと思います。 

・ 情報を共有したい。学校の先生との話はすれ違うばかり。子どものためにこうしたいという思いが叶わな

いでいます。親がムリなことを言っているのだろうかと考え込んでしまいます。 

・ 出入りしやすい相談できる場所を作ってもらいたい。 

先生以外で話を聞いてくれる人が常駐している場所が欲しいです。 

・ 本人が「今日は行けそう」と制服に着替えるのですが、「やっぱり無理」と動きが止まってしまうことがあ

りました。そんな時、「やっぱり駄目か」と考えないように、あらかじめ「これなら出来る、出来た」と思え

るように選択肢を一緒に考えておくように心がけました。 

 

□□  皆皆ささんんのの話話をを聞聞いいてて感感じじたたこことと  「「不不登登校校のの子子どどももとと向向きき合合うう親親のの会会」」代代表表  湯湯浅浅ややよよいいささんん              

   出席日数を考えるばかりに肝心なことが欠けているのではないかと感じました。 

子ども自身が「生きる」という前向きな気持ちになれることが先決です。 

学校に行けないでいることに、なぜいつまでも「不」という表現を使うのでしょうか。 

「学校に行けないこともあるよね」と、先生を含めた周囲の大人たちが温かい眼差しで見つめるだけで子ど

もは自分自身を責めることはなくなります。 

学校に行けなくても、その後に「学びの場」に戻ったり、自分の人生を切り開いたりしていける子はいる

という実績がありながら、そこに目を向けないのはなぜでしょうか。 

不登校の相談に携わるすべての皆さん、このような状況に追い込まれた親御さんの言葉にぜひ耳を傾けて

ください。親御さんたちが抱えた不安を解消することが、子どもたちの明日に繋がると信じています。 

支援に携わる皆さんのお力をぜひ貸してください。 
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児童生徒が出している SOS のサインに早めに気付き、その要因に

ついて情報を集めることが重要だと考えています。 

そのため、教職員で情報を共有することはもちろんですが、保護者

からの情報はとても重要です。お聴きした情報をもとに、学校では支

援チームを作り対応していきます。 

中学校 担任 

養護教諭 

保健室は、いつでも、誰でも、気軽に相談できる場所です。 

また、養護教諭が専門性を生かして、児童生徒のからだの不調の様子か

ら、いじめや不登校などの問題を抱えてサインを発していることにいち早く

気付いて、学校内や地域の関係機関との連携で、コーディネーター的な役割

を果たしていきます。 

２２  学学校校ににおおけけるる不不登登校校児児童童生生徒徒へへのの支支援援                                            

（（１１））小小・・中中学学校校    

担任、学年、養護教諭、管理職、部活顧問、教育相談担当など、全教職員で支援しています。また、

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、教育支援センター、民間施設等と連携し、本

人や保護者へ寄り添いながら支援しています。 

 

 

 

 

 

 

いきなりクラスの教室に入るのはハードルが高い児童生徒には、別室登校というかたちで、教室以

外の別室に居場所を作り、支援をしています。 

 

 

 

 

 

  

■■  ススククーールルカカウウンンセセララーー（（ＳＳＣＣ））  

公立小中学校・義務教育学校・中等教育学校及び県立高等学校に定期的に勤務し、児童生徒のみ

なさんはもちろん、保護者の方々の御相談をお受けして、一緒に解決方法を考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■  ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーー（（ＳＳＳＳＷＷ））  

いじめや不登校、その他の学校でのいろいろな困りごとを抱えている子どもと家族を支え、子ども

が安心して学校生活を送れる環境づくりに先生と協力して取り組んだり、生活環境を改善するために

必要な福祉サービスを提案したりします。 

SSCC はは、、心心理理のの専専門門家家ととししてて心心のの支支援援をを行行っってていいまますす  

スクールカウンセラーは、公立小中学校・県立高等学校等に定期的に勤務し、心理の専門家と

して児童生徒や保護者に寄り添った心の支援を行っています。カウンセリングを通して、子育て

のことや親子の向き合い方、友人関係や学校への行きづらさなどの悩み事の解決方法を相談者と

一緒に考えます。 

面接結果をもとに、学校での対応について先生方と話し合いながら助言したり、必要に応じて

スクールソーシャルワーカーなどと連携して支援したりしています。 

また、ストレスとの付き合い方や人との関わりに必要なスキルを身に付ける授業を通して、児

童生徒が安心して学校生活を送ることができるような予防的支援も行っています。  

 スクールカウンセラー A さん 
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■■  教教育育支支援援セセンンタターー（（適適応応指指導導教教室室））  

集団生活への支援、情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等のための相談や支援を

行っています。学校と連携をし、学校行事を生かした登校支援を行ったり、進路に関する情報交換を

行ったりすることもあります。 

また、子どもたちの学校外での居場所や学び場として、フリースクール等と連携しています。学校

では、不登校を問題行動ととらえず、教育支援センターやいわゆるフリースクール等とも連携をしな

がら、支援していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■■  教教育育委委員員会会等等ででのの相相談談窓窓口口  

不登校で悩んでいる児童や生徒、保護者からの相談を受けています。 

24 時間体制で相談を受け付けているところもあります。心配なことがある場合は、一人で悩まず

に、相談することが大切です。 

注）相談窓口の連絡先は、５資料編「支援機関連絡先一覧」を御覧ください。 

■■  中中学学３３年年生生のの進進路路指指導導  

中学校の不登校では、高校進学を含めた将来への「不安」が生まれてきます。 

不登校生徒の進路指導では、『高校への進学』や『就職』等、本人や保護者の気持ちを丁寧に聞きな

がら、進路指導や支援を行います。 

SSSSWW はは、、安安心心ででききるる環環境境、、つつななががりりをを大大切切ににししてていいまますす  

 困ったときに「困っています」と言えずにいる子どもがいます。また「対応の仕方に悩む」「表

現に困る」など、自分自身がどのようにするのが良いのか分からずにいる子どもがいます。何とな

く学校に行けなくなってしまった。そんな時、先生も同じように困っています。なぜ学校に行けな

いのか、言葉で表現できないのが、子ども時代の特徴だと思います。スクールソーシャルワーカー

（SSW）は、その子の成長過程に合わせて、家庭環境とも調和をとりながら、学校（先生）への

橋渡しをしています。 

子ども時代を健やかに過ごせるように、本人の気持ちを大事にしながら家庭訪問を行ったり学

校で面談をしたり、寄り添いながら、生徒、保護者、学校など、本人を取り巻く環境を調整しなが

ら問題解決に向かっていきます。私たちは、「安心できる場」「環境」「つながりの継続」を重視し

ています。                                    スクールソーシャルワーカー 相﨑ゆ美さん 

学学校校復復帰帰やや社社会会的的自自立立をを応応援援ししてていいまますす  

教育支援センターでは、小中学校でなかなか学校に足が向かない児童生徒に対して、基本的な

生活・学習習慣の定着のための相談や支援などを行いながら、学校復帰や社会的自立を応援して

います。 

児童生徒は、一人一人の実態に合わせたゆるやかな時間割にそって、規則正しい生活を送って

います。午前中は学習に取り組み、午後は、スポーツ・創作・農作業・施設見学等の体験活動に取

り組んでいます。 

また、学校と連携し、学校行事を生かした登校支援を行ったり、進路に関する情報交換を行った

りすることもあります。 

                教育支援センター支援員 B さん 
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（SSW）は、その子の成長過程に合わせて、家庭環境とも調和をとりながら、学校（先生）への
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子ども時代を健やかに過ごせるように、本人の気持ちを大事にしながら家庭訪問を行ったり学
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ています。                                    スクールソーシャルワーカー 相﨑ゆ美さん 

学学校校復復帰帰やや社社会会的的自自立立をを応応援援ししてていいまますす  
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児童生徒は、一人一人の実態に合わせたゆるやかな時間割にそって、規則正しい生活を送って
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『高校への進学』では、「フレックススクール」「定時制」「通信制」を含め、県内、県外の高校を

進路先として選択する生徒がほとんどです。 

進学にあたっては、自分に合った学びの環境を考えていくことが大事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・若者の自立支援ガイド「学び編」では、さまざまな体験談を紹介しています。 

https://www.pref.gunma.jp/03/bv01_00145.html 

 

（（２２））高高等等学学校校    

高校生の不登校相談では、どこで、誰が、どのような対応をしているのでしょうか。 

■■  学学校校内内  

    担任の先生や養護教諭など、身近な先生があなたの相談に乗ってくれます。必要に応じて、県内全

ての県立高等学校（全日制・定時制・通信制）・中等教育学校に定期的に勤務しているスクールカウ

ンセラーも、生徒や保護者の不安や悩みの相談に乗ってくれますので、気軽に相談してみてください。 

    また、スクールソーシャルワーカーに来校してもらい、生活環境の改善に向けた福祉サービスなど

の助言を受けることもできます。 

■■  学学校校外外  

    群馬県教育委員会が行っている「ぐんま高校生オンライン相談」では、生徒にとって身近な通信手

段であるＬＩＮＥを活用した相談を受け付けています。 

また、群馬県総合教育センター子ども教育相談室が行っている「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」で

は、電話による相談を受け付けています。 

 

高校生の場合は、中学生とは違って不登校が続くと進級や卒業に影響します。 

＜＜高高校校ににおおけけるる単単位位認認定定のの仕仕組組みみ＞＞  

    高校では、各教科・科目について定められた時間数の授業を受け（履修）、その成果が十分であ

全全日日制制課課程程 定定時時制制課課程程 通通信信制制課課程程 高高卒卒認認定定試試験験

高校卒業 試験合格

進む道は人それぞれ
大大学学等等にに進進学学すするる 国国家家資資格格等等をを取取るる

中中
学学
卒卒
業業
後後
のの
進進
路路
選選
択択

高高
校校
中中
退退
後後
のの
進進
路路
選選
択択

中中学学校校をを休休みみががちちでで高高校校受受験験がが心心配配 高高校校をを休休みみががちち、、授授業業にに出出らられれなないい

大学に行きたいけど、ど
こを選べばいいのかな?

毎日学校に通え
る自信がない

大学進学をあきらめ
ないといけないの？

高校を卒業したい
けど、どうしたら

いいのかな？

学びの選択肢
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ると認められる場合には、各科目の単位が認められます（修得）。  

各学校では卒業までに修得させる単位数を定めており、必要な単位の修得が認められない場合、

卒業をすることができません。したがって、高校で進級したり卒業したりするためには、各科目の

授業に参加して、定められた出席時数を満たすことが必要となります。 

＜＜進進路路変変更更のの選選択択＞＞  

県県立立高高校校でではは、、転転入入学学はは、主に、保護者の転勤等による一家転住や家庭環境の変化等があった場

合に、現在在籍している高校と同一課程・同一学科の高校を原則として認められています。 

転入学を希望する事由が正当なものであると認められれば、転入学検査を受検後、校長が認める

ことによって転入学が可能となります。 

編編入入学学はは、主に、一度高校を退学した人が、かつて在学していた高校で相当単位を修得している

場合に、学校が実施する編入学検査を受検後、校長が認めることによって可能となります。編入学

は、原則として、第２学年以上の学年当初に行われます。 

■■  定定時時制制、、通通信信制制課課程程はは、、一一人人ひひととりりのの生生活活ススタタイイルルでで学学べべまますす  

定時制課程（夜間部定時制高校、フレックス高校）では、働きながら学ぶ人や、学校以外で過ご

す時間を有効に使いたい人が学んでいます。授業時間は、学校によって多少異なりますが、夜間部

の多くは午後５時３０分ごろから午後９時頃まで４時限で、修業年限は原則４年です。昼間部は午

前９時ごろから、全日制とほぼ同じ時間帯で授業をしていて、修業年限は３年又は４年です。 

夜夜間間部部定定時時制制のの生生徒徒のの中中ににはは、中学の不登校経験者がいますが、高校進学をきっかけに気持ちを切

り替え、多くの生徒が不登校から回復して登校できるようになります。学校でも少人数クラスを編成

して、さまざまな生徒の状況に対応できるように配慮しています。高校での学びの環境の変化が回復

に大きく影響しているのかもしれません。 

フフレレッッククススススククーールルでではは、一定の必修科目の履修を条件に個に応じた時間割を組むことができ、卒

業に必要な単位（各学校が個別に定めています。）の修得を目指します。学年やクラスの枠がないの

で科目履修の自由度が高く、異年齢の人と一緒に授業を受けることになります。            

通通信信制制課課程程はは、自学自習が学習の基本の課程です。毎日登校して授業を受けるわけではなく、教

科書などを使用して各教科を学びレポートを提出します。仕事やその他の事情で毎日通学すること

ができない人などのために設けられています。修業年限は３年以上で、年齢・経験・学習動機・職

業などの異なる生徒が学んでいます。単位制なので他の高校を中途退学した人でも、編入学後、前

籍校で修得した単位等を活かせる場合があります。詳細は各校に問合せください。 

■ 群群馬馬県県ののハハイイススククーールルガガイイドド  

県内の公立高等学校や私立高等学校等について、様々な視点から調べられるようになっています。 

http://www.cms.gsn.ed.jp/nc/hsg/htdocs/index.php?page_id=0 

 

■ 広広域域通通信信制制高高校校・・ササポポーートト校校 

近年、広域通信制高校（私立通信制高校）・サポート校に進学する生徒が増えています。 

広域通信制高校は、全国から入学できる通信制高校です。 スクーリングは本校や分校以外に、協力校 

（他校の校舎を土日や夏休みなど空いている時期に借用）で実施しています。 
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サポート校は、私立通信制高校で学ぶ生徒を支援するための学びの場（教室）です。大きな駅など、

交通の便が良い都市にあります（私立通信制高校とは別に学費がかかります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域通信制高校への進学状況（県内在住者）の調査結果（県子ども・若者支援協議会） 

https://www.pref.gunma.jp/03/bm01_00035.html 

 

 

令和２年度 

新入学 297 人 

転入学 386 人 

編入学  37 人 

合計    720 人 

生生徒徒がが、、楽楽ししくく・・明明るるくく・・元元気気よよくく登登校校ででききるる学学校校ににししたたいい  

私立通信制高校では、全日制高校のように毎日通学することができる「通学型スタイル」、自宅で

「インターネットを活用して学ぶスタイル」等、レポート・スクーリング・テストで卒業を目指して

いく通信制課程の特長を活用し、自分の学び方・やりたいことに合わせた形で、勉強をすすめること

ができます。生徒たち一人ひとりが主役となって､楽しく､明るく､元気よく学べる学校にしたいと思

っています｡ 

「不登校児童・生徒が一人もいない学校」があれば、どのように取り組んでいるかを公開、表彰

しても良いと思いますが・・・今までの私の経験では、不登校生徒がでるクラス（先生）は同じよ

うになっていることが多いと思われます。オリエンタルランドの精神にある『自ら相手の気持ちに

なって、相手の立場に立って、共に考えてあげる気持ち・心』が先生たちに求められていると思い

ます。学校は先生の為ではなく、生徒の為にあるということを理解しなければなりませんね。  

群馬県私立通信制高校連絡協議会会長（クラーク高校前橋キャンパス校長） 清水洋さん 

新入学・転入学・編入学者数の推移
広域通信制高校（私立通信制）の現状

＜出願資格＞
新入学 中学卒業見込み、中学を卒業した者

転入学 高校に在籍している者

編入学 高校を中途退学した者

【調査協力校】
クラーク記念国際高校、ＫＴＣおおぞら高校、第一学院高校、わせがく高校、

鹿島学園高校、トライ式高等学院、ヒューマンキャンパス高校、
飛鳥未来きずな高校、Ｎ高等学校、ルネサンス高校、ＮＨＫ学園、成美学園、
明蓬館高校、さくら国際高校、地球環境高校
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転転入入学学はは  
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令和２年度 

新入学 ２９７人 

転入学 ３８６人 

編入学  ３７人 

合計  ７２０人 


